
 

 

性
顕
寺
無
量
寿
堂
運
営
規
定 

 
 
 
 
 
 

 総 
 

則 
第
一
条 

 

本
規
定
は
性
顕
寺
無
量
寿
堂
（
以
下 

無
量
寿
堂
と
い
う
）
の
施
設
内
権
利
取
得
者
（
以
下 

権
利
者
と
い
う
）
が
行
う
、
納
骨
と

無
量
寿
堂
の
円
滑
な
る
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
二
条 

 
無
量
寿
堂
の
運
営
は
、
性
顕
寺
住
職
、
同
坊
守
、
性
顕
寺
総
代
お
よ
び
権
利
者
よ
り
選
任
さ
れ
た
委
員
（
以
下 

委
員
と
い
う
）
で

構
成
さ
れ
た
運
営
委
員
会
（
以
下 

委
員
会
と
い
う
）
お
よ
び
同
委
員
会
よ
り
選
任
さ
れ
た
理
事
会
が
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

第
三
条
⑴ 

運
営
委
員
の
定
数
は
当
該
施
設
の
維
持
管
理
運
営
の
た
め
、
各
集
落
に
お
い
て
必
要
と
す
る
委
員
数
の
合
計
数
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

⑵ 

理
事
の
定
数
は
若
干
名
と
す
る
。 

第
四
条 

 

委
員
会
に
顧
問
を
置
く
。
顧
問
は
住
職
と
す
る
。 

第
五
条
⑴ 

委
員
会
の
役
員
に
、
委
員
長
一
名
、
副
委
員
長
一
名
、
会
計
正
副
各
一
名
、 

監
査
委
員
二
名
、
事
務
局
一
名
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
事
務
局
は
性
顕
寺
に
置
く
も
の
と
す
る
。 

⑵ 

委
員
長
は
会
務
を
統
括
し
、
当
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
責
め
を
持
ち
、
副
委
員
長
は
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き

は
委
員
長
の
代
行
を
行
う
も
の
と
し
、
会
計
は
当
施
設
お
よ
び
会
計
を
司
る
も
の
と
す
る
。 

監
査
委
員
は
当
委
員
会
が
行
う
事
業
お
よ
び
会
計
に
関
す
る
監
査
を
執
行
し
、
そ
の
結
果
を
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

委
員
長
、
副
委
員
長
、
会
計
は
理
事
の
互
選
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

監
査
委
員
は
運
営
委
員
会
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

⑶ 

役
員
の
任
期
は
四
年
と
す
る
。 

 

第
六
条
⑴ 

委
員
会
は
、
委
員
長
が
顧
問
と
協
議
の
上
、
招
集
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

⑵ 

理
事
会
は
、
必
要
に
応
じ
、
委
員
長
が
顧
問
と
協
議
の
上
、
招
集
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

⑶ 

委
員
会
は
提
案
さ
れ
た
事
項
に
つ
き
、
審
議
、
議
決
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

⑷ 

理
事
会
は
第
八
条
に
規
定
す
る
事
業
に
つ
き
、
審
議
、
運
営
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
七
条 

 

無
量
寿
堂
に
必
要
と
す
る
経
費
は
権
利
者
の
賦
課
金
、
懇
志
、
そ
の
他
で
賄
う
も
の
と
す
る
。 

 



 

 

事 
 

業 

第
八
条 

 

委
員
会
が
行
う
事
業
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

⑴ 
 

無
量
寿
堂
の
維
持
、
管
理
に
関
す
る
こ
と
。 

⑵ 
 

無
量
寿
堂
に
関
す
る
法
要
の
勤
修
に
関
す
る
こ
と
。 

⑶ 
 

無
量
寿
堂
に
関
す
る
予
算
の
樹
立
、
経
費
の
賦
課
、
徴
収
お
よ
び
債
務
の
支
出
に
関
す
る
こ
と
。 

⑷ 
 

無
量
寿
堂
の
使
用
賦
課
金
の
決
定
に
関
す
る
こ
と
。 

⑸ 
 

そ
の
他
、
無
量
寿
堂
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会 
 

計 

第
九
条 

 

無
量
寿
堂
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
よ
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
一
会
計
年
度
と
す
る
。 

第
十
条 

 

無
量
寿
堂
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
も
っ
て
執
行
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

納
骨
壇
使
用
に
関
す
る
諸
手
続
き 

【
使
用
権
取
得
の
手
続
き
】 

第
十
一
条 

納
骨
壇
の
使
用
を
願
出
る
者
は
委
員
会
に
届
出
を
行
い
、
承
認
後
、
事
務
局
に
て
納
骨
壇
台
帳
に
所
定
事
項
を
記
入
及
び
捺
印
を
行

い
、
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
の
加
入
負
担
金
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。 

【
年
次
賦
課
金
の
納
入
】 

第
十
二
条 

納
骨
壇
使
用
者
は
、
使
用
権
継
続
の
た
め
に
、
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
の
年
次
賦
課
金
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。 

【
使
用
権
の
承
継
】 

第
十
三
条 

従
来
の
権
利
者
が
死
亡
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
権
利
使
用
の
継
続
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
権
利
承
継
者
は
早
急
に
性
顕

寺
事
務
局
に
て
納
骨
壇
権
利
委
譲
台
帳
に
所
定
事
項
を
記
入
お
よ
び
捺
印
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

【
使
用
権
の
返
還
】 

第
十
四
条 

権
利
返
還
を
す
る
場
合
に
は
、
性
顕
寺
事
務
局
へ
納
骨
壇
返
還
届
を
提
出
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、
使
用
し
て
い
た
納
骨
壇
は
原
状

に
復
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
納
入
さ
れ
た
加
入
負
担
金
は
返
還
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

【
納
骨
及
び
出
骨
の
手
続
き
】 

第
十
五
条 

納
骨
壇
へ
の
納
骨
、
ま
た
は
出
骨
を
希
望
す
る
者
は
、
事
務
局
に
連
絡
し
、
そ
の
日
取
り
を
決
定
す
る
。
実
施
後
は
、
事
務
局
に
て
、

被
納
骨
者
台
帳
に
所
定
事
項
の
記
入
お
よ
び
捺
印
を
行
う
こ
と
。 



 

 

【
そ
の
他
の
変
更
手
続
き
】 

第
十
六
条 

住
所
変
更
等
、
台
帳
記
入
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、
す
み
や
か
に
事
務
局
に
て
変
更
事
項
の
届
出
を
行
う
こ
と
。 

【
使
用
権
の
取
消
】 

第
十
七
条 

権
利
終
了
の
届
出
が
な
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
は
、
権
利
の
取
消
が
な
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。 

⑴ 

五
年
間
、
使
用
者
ま
た
は
承
継
者
の
存
否
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
。 

⑵ 
五
年
間
、
委
員
会
よ
り
二
回
以
上
の
催
促
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
、
ま
た
は
承
継
者
が
年
次
賦
課
金
を
滞
納
し

た
と
き
。 

⑶ 

所
定
の
権
利
承
継
の
届
出
を
行
わ
ず
、
無
断
で
他
人
に
使
用
権
を
譲
渡
し
た
と
き
。 

⑷ 

納
骨
壇
が
本
来
の
目
的
以
外
に
使
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き 

⑸ 

前
号
の
ほ
か
、
関
係
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
。 

こ
の
場
合
、
権
利
の
取
消
を
受
け
た
者
は
、
使
用
し
て
い
た
納
骨
壇
を
原
状
に
復
し
、
無
条
件
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ま
た
、
管
理
者
は
、
宗
教
的
尊
厳
を
守
り
、
そ
の
納
骨
壇
に
入
っ
て
い
た
遺
骨
を
一
定
の
場
所
に
改
葬
し
、
遺
品
な
ど
は
移
動
ま
た
は 

撤
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

【
合
葬
壇
使
用
の
承
認
】 

第
十
八
条 

無
量
寿
堂
管
理
規
定
第
二
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
の
者
の
う
ち
、
合
葬
壇
納
骨
を
希
望
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
届
出
を
行
い
、
委
員

会
の
承
認
を
得
た
の
ち
、
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
の
合
葬
壇
永
代
使
用
冥
加
を
納
め
る
こ
と
で
、
委
員
会
は
こ
れ
を
承
認
す
る
も

の
と
す
る
。
納
骨
壇
か
ら
の
改
葬
の
場
合
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
合
葬
壇
納
骨
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
本
規
定
第
十
五

条
に
準
ず
る
。
な
お
、
合
葬
壇
に
納
骨
後
は
い
か
な
る
場
合
も
出
骨
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。 

そ
の
他 

第
十
九
条 

本
運
営
規
定
の
変
更
を
行
う
と
き
は
、
性
顕
寺
の
総
代
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
十
条 

本
運
営
規
定
に
定
め
の
な
い
こ
と
は
、
運
営
委
員
会
に
て
協
議
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

附 

則 

 
 
 
 
 

・
こ
の
規
定
は
無
量
寿
堂
の
完
成
期
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

・
本
規
定
変
更
は
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。 


